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第１回政治政策担当者会議
ＪＲ東海ユニオン地方議員団会議「第29回研修会」開催

駅と郵便局の連携から考える地域インフラの未来

JR連合・２１世紀の鉄道を
考える議員フォーラム所属

小沢まさひと参議院議員の
↓ 情報をチェックしよう！

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
労
使
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い

地
域
課
題
や
政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
、
「
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
地
方
議
員
団
会
議
」
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。
10
月
７
日

に
開
催
さ
れ
た
第
29
回
研
修
会
に
は
、
地
方
議
員
団
会
議
議
長

の
河
合
洋
介
愛
知
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
小
沢

ま
さ
ひ
と

参
議
院
議
員
、
Ｊ
Ｐ
労
組
、
Ｊ
Ｒ
連
合
、
地
本
・
総
支
部
役
員

ら
が
参
加
し
、
岐
阜
県
の
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
・
坂
祝
（
さ
か
ほ
ぎ
）

駅
を
視
察
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
初
と
な
る
駅
舎
と
郵
便
局
の
一
体
化

坂
祝
駅
は
１
９
２
１
年
に
開
業
し
た
歴
史
あ
る
駅
。
老
朽
化
し
た

駅
舎
の
建
て
替
え
を
契
機
に
、
日
本
郵
便
、
坂
祝
町
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の

三
者
が
連
携
し
、
郵
便
局
を
併
設
し
た
新
駅
舎
が
２
０
２
６
年
３
月

９
日
開
業
し
た
。
駅
舎
と
郵
便
局
の
一
体
化
は
Ｊ
Ｒ
東
海
管
内
で
初

め
て
の
取
組
み
で
あ
り
、
施
設
管
理
の
区
分
や
利
用
者
対
応
な
ど

様
々
な
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
実
現
し
た
も
の
。
視
察

で
は
、
事
業
化
に
至
る
経
緯
や
地
域
と
の
調
整
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
鉄
道
と
郵
便
の
役
割
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
・
日
本
郵
便
か
ら

の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
た
な
可
能
性

研
修
で
は
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の

様
々
な
取
組
み
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

郵
便
局
で
は
、
駅
業
務
の
受
託
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
支

援
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用
、
地
域
住
民
の
見
守
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
、
買
い
物
支
援
な
ど
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
は
、
地
域
に
欠
か
せ
な

い
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
駅
と
郵
便
局
が
連
携
す
る
こ

と
で
、
鉄
道
利
用
の
促
進
や
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
な
ど
、
地
方
創

生
へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

地
域
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

視
察
後
の
意
見
交
換
で
は
、
「
駅
や
郵
便
局
が
な
く
な
る
と

地
域
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
る
」
「
今
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
形
を
変
え
な
が
ら
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
た
。
一
方
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維

持
に
向
け
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対
し
、

「
組
合
員
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も
出
る
」
と
の
実
態
も
Ｊ

Ｐ
労
組
か
ら
紹
介
さ
れ
、
現
場
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
理
解
醸
成
、

必
要
に
応
じ
た
行
政
と
の
連
携
強
化
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
も
確

認
し
た
。
さ
ら
に
、
無
人
駅
に
お
け
る
車
椅
子
利
用
者
へ
の
対

応
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

学
び
を
今
後
の
政
策
活
動
へ

鉄
道
と
郵
便
は
、
と
も
に
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
活
か
し
た
連
携
が
、
地
域
の
利
便
性
向
上
や
活
力
創

出
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
改
め
て
実
感
し
た
。

我
々
は
今
後
も
地
方
議
員
団
会
議
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
の

連
携
を
深
め
、
地
域
に
根
差
し
た
政
策
課
題
の
解
決
と
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
！
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